
一
、
序

上
代
の
天
皇
で
あ
る
第
三
十
八
代
天
智
天
皇
の
歌
が
、『
百
人
一
首
』
の
第

一
首
に
置
か
れ
て
い
る
。
次
の
歌
で
あ
る
。

秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵い
ほ

の
苫と
ま

を
荒あ
ら

み
わ
が
衣
こ
ろ
も

手で

は
露
に
ぬ
れ
つ
つ

「
秋
の
田
の
番
を
す
る
た
め
の
仮
の
小
屋
の
屋
根
の
苫
の
目
が
荒
い
の
で
、

私
の
袖
は
夜
露
に
ぬ
れ
て
は
ぬ
れ
て
は
し
て
」
の
意
の
歌
で
あ
る
。
苫
は
菅す
げ

や

萱か
や

な
ど
で
菰こ
も

の
よ
う
に
編
ん
だ
も
の
を
い
う
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
犬
飼
廉
氏
の
次
の
よ
う
な
鑑
賞
文
が
参
照
さ
れ
る
。

獣
害
を
防
ぐ
た
め
の
番
小
屋
は
、
も
と
よ
り
一
時
し
の
ぎ
の
粗
末
な
も
の

で
あ
る
。
荒
い
苫
ぶ
き
の
屋
根
に
露
が
結
ん
で
し
ば
ら
く
、
そ
の
水
滴
が

み
ず
か
ら
の
重
み
に
堪
え
か
ね
て
、
ぽ
と
り
と
落
ち
て
作
者
の
袖
を
濡
ら

す
。
あ
た
り
の
静
寂
が
ひ
と
き
わ
深
ま
っ
て
や
や
し
ば
ら
く
、
ふ
く
ら
ん

だ
露
の
玉
が
、
ま
た
ぽ
と
り
と
作
者
の
袖
を
濡
ら
す
。
末
尾
の
「
つ
つ
」

は
、
そ
う
し
た
単
調
な
反
復
を
示
し
、
初
二
句
に
四
度
繰
り
返
さ
れ
る

「
の
」
音
と
と
も
に
、
も
の
憂
い
秋
の
夜
長
を
も
て
あ
ぐ
ね
た
響
き
が
あ

ろ
う
。（
別
冊
歴
史
読
本
「
伝
記
シ
リ
ー
ズ
」
⑭
『
百
人
一
首
一
〇
〇
人
の
生
涯
』
の

「
歴
史
を
彩
っ
た
一
〇
〇
の
生
涯
」）

諸
注
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、『
明
月
記
』
文
暦
二
年
（
嘉
禎
元
年
）
五
月
二

十
七
日
条
に
、「
古
来
人
歌
各
一
首
、
自
天
智
天
皇
以
来
、
及
家
隆
・
雅
経
卿
」

（「
古
来
ノ
人
ノ
歌
各
一
首
、
天
智
天
皇
自よ

リ
以
来
、
家
隆
・
雅
経
卿
ニ
及
ブ
」
と
読
む
。
原

文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

別
巻
四
『
翻
刻
明
月
記
三
』
に
拠
る
）
と
あ
り
、
藤
原
定

家
は
当
初
か
ら
『
百
人
一
首
』
の
第
一
首
に
天
智
天
皇
の
歌
を
据
え
る
こ
と
を

注
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注
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決
め
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
何
か
。
以
下
、
上
代
文
学
研
究
者
の
立
場
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

二
、
従
来
の
見
解

前
節
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
、
諸
注
、
歌
の
内
容
の
面
と
人
物
の
歴
史
・

政
治
的
面
と
を
考
慮
し
て
提
出
し
て
い
る

歌
の
内
容
の
面
を
考
慮
し
て
の
理
由
の
主
な
見
解
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

天
智
天
皇
の
歌
は
国
家
の
基
礎
で
あ
る
農
業
に
か
か
わ
る
歌
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
万
葉
集
巻
十
・
二
一
七
四
番
歌
「
秋
田
刈
る
仮か
り

庵ほ

を
作
り
わ
が
居

れ
ば
衣
手
寒
く
露
ぞ
置
き
に
け
る
」
と
い
う
民
謡
的
農
民
の
歌
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
う
ち
に
、
表
現
が
改
変
さ
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
の
収
穫

時
の
農
民
の
労
苦
を
思
い
や
る
心
を
こ
め
て
お
り
、
後
撰
和
歌
集
の
撰
者

は
、
こ
の
歌
を
理
想
的
為
政
者
の
う
た
と
判
断
し
て
後
撰
和
歌
集
に
収
録

し
た
の
で
あ
ろ
う
（
巻
第
六
・
秋
中
・
三
〇
二
番
歌
・
題
し
ら
ず
・
天
智
天
皇
御

製
）。
定
家
も
後
撰
集
撰
者
と
同
様
の
見
解
に
立
ち
、『
百
人
一
首
』
の
第

一
首
に
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
人
物
の
歴
史
・
政
治
的
面
を
考
慮
し
て
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

天
智
天
皇
が
中
大
兄
皇
子
の
時
、
中
臣
鎌
足
（
後
の
藤
原
鎌
足
）
と
協
力
し

て
蘇
我
氏
を
滅
ぼ
し
（
乙い

っ
し巳

の
変
）、
大
化
改
新
の
諸
政
策
を
進
め
て
、
天

皇
中
心
の
新
し
い
中
央
集
権
国
家
の
基
礎
を
築
い
た
。
そ
う
し
た
天
皇
へ

の
讃
美
と
、
平
安
時
代
の
歴
代
天
皇
の
系
譜
の
祖
に
あ
た
る
天
皇
へ
の
崇

敬
と
か
ら
第
一
首
に
置
い
た
。

以
下
、
如
上
の
二
つ
の
面
の
理
由
を
理
由
①
、
②
と
し
て
考
察
を
加
え
た
い

と
思
う
。三

、
理
由
①
（
歌
の
内
容
の
面
）
の
考
察

賀
茂
真
淵
の
『
宇
比
麻
奈
備
』
以
来
、
諸
注
に
説
く
よ
う
に
、
天
智
天
皇
の

歌
は
万
葉
集
の
巻
十
・
二
一
七
四
番
歌
が
伝
承
さ
れ
る
う
ち
に
表
現
が
改
変
さ

れ
た
も
の
と
い
う
捉
え
方
は
考
慮
で
き
る
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
一
七
四

番
歌
を
民
謡
的
な
農
民
の
歌
と
捉
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
伊
藤
博
『
萬
葉

集
釈
注　

五
』
に
は
、
こ
の
二
一
七
四
番
歌
の
「
秋
田
刈
る
仮
廬
」
に
つ
い
て

の
語
注
に
、

上
代
の
氏
族
は
田た

庄ど
こ
ろを
持
っ
て
い
て
、
そ
の
農
耕
に
は
み
ず
か
ら
あ
た
っ

た
。
か
よ
う
な
表
現
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
歌
を
た
だ
ち
に
農
民
に
結

び
付
け
る
の
は
禁
物
。

と
記
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
万
葉
の
時
代
に
は
農
事
に
関
わ
り
な
が
ら

宮
廷
に
仕
え
る
と
い
う
在
り
方
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
一
七
四
番
歌
も

宮
廷
に
仕
え
る
官
人
（
五
位
以
上
で
あ
れ
ば
貴
族
）
の
歌
と
見
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
官
人
の
歌
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
改
変
さ
れ
天
智
天
皇
に
仮
託
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。

注
3

注
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二
一
七
四
番
歌
に
つ
い
て
は
、
歌
群
中
の
在
り
方
も
重
要
に
な
る
。
こ
の
歌

は
、
巻
十
「
秋
雑
歌
」
の
部
の
「
露
を
詠
む
」
九
首
の
歌
群
の
第
七
首
で
、
一

首
隔
て
た
第
九
首
に
は
、「
苫
」
の
語
を
詠
み
込
む
二
一
七
六
番
歌
も
存
す
る

か
ら
で
あ
る
。

九
首
全
体
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

　

露
を
詠
む

1 

秋
萩
に
置
け
る
白
露
朝あ
さ

な
朝さ

な
玉
と
し
ぞ
見
る
置
け
る
白
露

 

（
二
一
六
八
番
歌
）

2 

夕ゆ
ふ
だ
ち立

の
雨
降
る
ご
と
に 
一
に
は
「
う
ち
降
れ
ば
」
と
い
ふ 

春
日
野
の
尾を

花ば
な

が

上
の
白
露
思
ほ
ゆ 

（
二
一
六
九
）

3 

秋
萩
の
枝
も
と
を
を
に
露
霜
置
き
寒
く
も
時
は
な
り
に
け
る
か
も

 

（
二
一
七
〇
）

4 

白
露
と
秋
の
萩
と
は
恋
ひ
乱
れ
別わ

く
こ
と
か
た
き
我あ

が
心
か
も

 

（
二
一
七
一
）

5 

我
が
や
ど
の
尾を

花ば
な

押
し
な
べ
置
く
露
に
手た

触ふ

れ
我わ
ぎ
も妹
子こ

落
ち
ま
く
も
見
む 

 

（
二
一
七
二
）

6 

白
露
を
取
ら
ば
消け

ぬ
べ
し
い
ざ
子
ど
も
露
に
競き
ほ

ひ
て
萩
の
遊
び
せ
む

 
（
二
一
七
三
）

7 

秋
田
刈
る
仮か
り

廬ほ

を
作
り
我
が
居
れ
ば
衣
手
寒
く
露
ぞ
置
き
に
け
る

 

（
二
一
七
四
）

8 

こ
の
こ
ろ
の
秋
風
寒
し
萩
の
花
散
ら
す
白
露
置
き
に
け
ら
し
も

 

（
二
一
七
五
）

9 

秋
田
刈
る
苫と
ま

手で

動
く
な
り
白
露
し
置
く
穂ほ

田だ

な
し
と
告
げ
に
来き

ぬ
ら
し　

一
に
は
「
告
げ
に
来く

ら
し
も
」
と
い
ふ 

（
二
一
七
六
）

右
の
九
首
は
、『
釈
注
』
に
説
く
よ
う
に
、
一
首
（
二
一
六
八
）・
四
首
（
二
一

六
九
～
二
一
七
二
）・
四
首
（
二
一
七
三
～
二
一
七
六
）
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。
一
首

（
二
一
六
八
）
は
九
首
の
冒
頭
歌
。
前
の
四
首
は
里
の
某
人
の
庭
先
な
ど
で
催
さ

れ
た
み
や
び
の
宴
歌
と
推
察
さ
れ
、
語
句
・
表
現
の
面
で
外
側
の
二
一
六
九
と

二
一
七
二
、
内
側
の
二
一
七
〇
と
二
一
七
一
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
波
紋
型
対

応
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
の
四
首
は
「
秋
田
刈
る
仮
廬
」
で

の
宴
歌
と
覚
し
く
、
語
句
・
表
現
の
面
で
二
一
七
三
と
二
一
七
五
、
二
一
七
四

と
二
一
七
六
が
隔
歌
対
応
す
る
流
下
型
対
応
構
造
を
成
し
て
い
る
（
以
上
、『
釈

注
』
に
よ
る
）。『
釈
注
』
に
は
、
後
の
四
首
を
同
一
の
宴
で
の
歌
と
見
、
二
一

七
三
を
主
賓
、
二
一
七
四
を
主
人
、
二
一
七
五
と
二
一
七
六
を
別
の
客
人
の
作

と
す
る
。
け
れ
ど
も
、
二
一
七
五
と
二
一
七
六
は
、
二
一
七
三
・
二
一
七
四
の

時
点
（
稲
を
刈
る
前
）
よ
り
も
経
過
し
た
時
点
（
稲
を
刈
っ
た
後
）
の
歌
で
あ
る
の

で
、
二
度
に
わ
た
る
歌
を
四
首
一
組
に
ま
と
め
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
作
者
は
二
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
七
三
と
二
一
七
五
、
二
一
七
四
と
二
一

七
六
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
釈
注
』
に
は
、
前
の
四
首
の
二
一
六
九
の
「
白
露
」
に
つ
い
て
「
美
し
い

玉
の
よ
う
な
女
性
を
譬
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
面
が
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
り
、

肯
わ
れ
る
。ま
た
、二
一
七
二
の
「『
手
触
れ
我
妹
子
』
は
直
接
に
は
前
歌
の
『
恋

ひ
乱
れ
』
を
承
け
て
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
一
六
九
の
『
白
露
』
に

女
性
の
寓
意
を
感
じ
取
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
流
れ
が
「
恋
ひ
乱
れ
」
に

承
け
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
『
手
触
れ
我
妹
子
』
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
え
ば
、
二
一
七
〇
の
『
寒
く
も
時
は
な
り
に
け
る
か
も
』
の
背
後
に
は
、

じ
っ
と
思
い
占
め
る
女
性
が
存
在
す
る
よ
う
な
深
み
が
感
じ
ら
れ
る
。」
と
述

べ
て
い
る
の
も
、
肯
わ
れ
よ
う
。

本
稿
者
は
後
の
四
首
の
中
に
も
異
性
へ
の
思
い
を
に
お
わ
す
歌
が
あ
る
と
見

（ 3 ）
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る
。
そ
れ
は
、
天
智
天
皇
の
歌
の
元
歌
と
見
な
さ
れ
て
い
る
二
一
七
四
番
歌
で
、

そ
の
「
衣
手
寒
く
露
ぞ
置
き
に
け
る
」
と
類
同
の
表
現
は
、
万
葉
集
中
に
、
た

と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
に
見
ら
れ
る
。

・ 

君
待
つ
と
庭
の
み
居
れ
ば
白し
ろ
た
へ栲
の
我わ

が
衣
手
に
露
ぞ
置
き
に
け
る

 

（
巻
十
二
・
三
〇
四
四
番
歌
の
或
本
歌
）

・ 

待
ち
か
ね
て
内う
ち

に
は
入い

ら
じ
白
栲
の
我
が
衣
手
に
露
は
置
き
ぬ
と
も

 

（
巻
十
一
・
二
六
八
八
）

・ 

白
栲
の
我
が
衣
手
に
露
は
置
き
て
妹
は
逢
は
な
く
た
ゆ
た
ひ
に
し
て

 

（
同
・
二
六
九
〇
）

前
の
二
首
は
女
性
の
歌
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
二
六
九
〇
は
男
性
の
歌
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
智
天
皇
の
歌
の
元
歌
と
見
な
さ
れ
て
い
る
二
一
七
四
番
歌
の

「
衣
手
寒
く
露
ぞ
置
き
に
け
る
」
が
恋
情
を
に
お
わ
す
表
現
で
あ
る
と
す
る
と
、

天
智
天
皇
歌
の
「
我
が
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ
」
も
恋
情
を
に
お
わ
す
表
現
と

捉
え
ら
れ
よ
う
。
は
や
く
、
安
東
次
男
『
百
人
一
首
』
に
「
女
を
思
う
心
も
な

い
で
は
な
い
。
万
葉
歌
の
仮
廬
は
し
ば
し
ば
そ
う
い
う
ふ
う
に
詠
ま
れ
て
い

る
。」
と
述
べ
て
い
る
の
が
顧
慮
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
智

天
皇
歌
に
こ
め
ら
れ
た
女
性
へ
の
恋
情
は
、
農
事
に
励
む
国
民
へ
の
思
い
や
り

に
転
化
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
で
に
考
察
し
た
天
智
天
皇
の
歌
の
原
歌
と
見
ら
れ
て
い
る
二
一
七
四
番
歌

と
「
苫
」
の
語
を
有
す
る
二
一
七
六
番
歌
の
密
接
な
関
連
に
加
え
て
、
万
葉
集

に
「
つ
つ
」
止
め
の
歌
が
、

ぬ
ば
た
ま
の
我わ

が
黒
髪
に
降
り
な
づ
む
天
の
露つ
ゆ

霜
取
れ
ば
消け

に
つ
つ

 

（
巻
七
・
一
一
一
六
番
歌
）

夕ゆ
ふ

占け

問
ふ
我
が
衣
手
に
置
く
露
を
君
に
見
せ
む
と
取
れ
ば
消け

に
つ
つ

 

（
巻
十
一
・
二
六
八
六
番
歌
）

と
い
う
露
の
歌
に
お
け
る
用
例
も
含
め
て
三
十
例
あ
ま
り
存
す
る
。
ま
た
、

「

―
を
・
・
み
」
の
理
由
を
表
す
語
法
も

霞
立
つ
長
き
春
日
の　

暮
れ
に
け
る
わ
づ
き
も
知
ら
ず　

む
ら
き
も
の
心

を
痛
み
（
後
略
） 

（
巻
一
・
五
番
歌
）

山
越こ

し
の
風
を
時
じ
み
寝ぬ

る
夜
お
ち
ず
家
に
あ
る
妹い
も

を
懸か

け
て
偲
ひ
つ

 

（
同
・
六
番
歌
）

を
は
じ
め
と
し
て
一
四
〇
例
あ
ま
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
の
の
性

質
に
関
す
る
「
緒
を
弱
み
」（
巻
十
二
・
三
〇
八
一
番
歌
）
の
例
も
存
す
る
。

ま
た
、
二
一
七
四
番
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
巻
十
「
秋
雑
歌
」
の
部
に
は
、

秋
田
刈
る
旅
の
廬い
ほ

り
に
し
ぐ
れ
降
り
我
が
袖
濡ぬ

れ
ぬ
干ほ

す
人
な
し
に

 

（
二
二
三
五
番
歌
）

の
歌
が
あ
り
（「
旅
」
は
田た

庄ど
こ
ろな
ど
に
行
く
こ
と
を
い
う
）、
巻
八
「
秋
雑
歌
」
の
部

に
は
、
聖
武
天
皇
の

秋
の
田
の
穂ほ

田だ

を
雁
が
ね
暗
け
く
に
夜
の
ほ
ど
ろ
に
も
鳴
き
渡
る
か
も

 

（
一
五
三
九
番
歌
）

注
5

（ 4 ）

都留文科大学研究紀要　第89集（2019年 3月）



の
歌
が
存
す
る
（「
穂
田
」
は
稲
穂
の
出
揃
っ
た
田
を
い
う
。「
秋
の
田
の
穂
田
を
」
は
刈

る
意
で
「
雁
」
を
起
こ
す
序
詞
）。

以
上
の
よ
う
に
、
天
智
天
皇
の
歌
の
形
成
要
素
の
多
く
が
万
葉
集
に
存
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
智
天
皇
の
歌
が
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
の
考
察
材
料
と
な
る
け
れ
ど
も
、
機
会
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に

す
る
。

四
、
理
由
②
（
歴
史
・
政
治
的
面
）
の
考
察

こ
の
節
で
は
、
定
家
が
天
智
天
皇
の
歌
を
『
百
人
一
首
』
の
第
一
首
に
据
え

た
理
由
を
、
歴
史
・
政
治
的
面
か
ら
考
察
し
た
い
。

岸
上
慎
二
「
後
撰
集
の
天
智
天
皇
歌
一
首
に
つ
い
て
―
―
と
く
に
そ
の
収
載

の
事
由
―
―
」（「
語
文
」
第
8
輯
、
昭
和
三
十
五
年
五
月
三
十
日
、
日
本
大
学
国
文
学
会

発
行
）
に
説
く
よ
う
に
、
天
智
天
皇
は
平
安
時
代
の
天
皇
の
祖
（
平
安
時
代
の
天

皇
は
天
智
天
皇
の
皇
胤
を
う
け
る
も
の
）
と
し
て
と
く
に
重
視
さ
れ
て
お
り
、
定
家

も
そ
の
認
識
に
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岸
上
論
文
に
は
、
山
田
孝
雄
『
神
皇
正
統
記
述
義
』
の

光
仁
天
皇
の
御
父
は
施
基
皇
子
で
、
そ
の
御
父
が
天
智
天
皇
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
後
の
皇
胤
の
基
づ
く
所
で
あ
る
か
ら
尊
崇
あ
る
の
も
最
も
で
あ

る
が
、
決
し
て
そ
れ
に
止
ま
ら
ぬ
の
で
、
事
実
上
皇
室
の
危
殆
に
瀕
し
た

の
を
救
ひ
、
又
政
治
上
の
革
新
を
遂
げ
て
後
世
の
規
範
と
な
ら
れ
た
か

ら
、
中
興
の
祖
と
し
て
尊
崇
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
文
を
引
用
し
て
い
る
。『
百
人
一
首
』
の
諸
注
釈
に
も
、
天
智
天
皇
の

事
績
と
し
て
、
中
臣
鎌
足
（
薨
去
の
時
に
藤
原
の
姓う

じ

を
贈
ら
れ
る
）
と
と
も
に
、
蘇

我
氏
を
滅
ぼ
し
て
大
化
改
新
の
諸
政
策
を
押
し
進
め
た
こ
と
が
人
物
紹
介
程
度

に
記
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
を
定
家
の
思
い
と
関
連
さ
せ
て
説

い
た
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

定
家
は
、
天
智
天
皇
が
藤
原
氏
の
祖
で
あ
る
藤
原
鎌
足
と
密
接
な
協
調
関
係

を
も
っ
て
世
を
治
め
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
歌
を
第
一
首
に
据
え
た
と
、
本
稿
筆

者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
人
の
協
調
関
係
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

喋
喋
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
他
に
、
鎌
足
の
孫
の
藤
原
仲
麻
呂
の
著
し
た

『
藤
氏
家
伝
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
引
用
し
よ
う
。
次
は
、
鎌

足
が
薨
じ
た
時
の
天
智
天
皇
の
詔
の
中
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
（
以
下
、
本
文
は
、

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』

に
よ
る
）。

日
夜
相
携
は
り
、
伴
と
な
し
使
に
任よ

さ

す
。
朕わ

が
心
安
定
な
り
。
云
ふ
こ
と

と
為
す
こ
と
と
疑
ひ
無
し
。
国
家
の
事
、
小
さ
き
こ
と
も
大
き
こ
と
も
倶

に
決
め
た
り
。
八あ
め
の
し
た方
寧や
す
ら
か静
に
し
て
、
万
民
愁
へ
無
し
。

ま
た
、
鎌
足
が
亡
く
な
る
前
、
天
智
天
皇
の
「
若も

し
思
ふ
所
有
ら
ば
、
便
ち

聞
ゆ
べ
し
」
と
い
う
詔
に
対
し
て
、
鎌
足
は

臣
既
に
不を
さ
な敏

し
。
敢
へ
て
何
を
か
言ま
を

す
べ
き
。
但
し
其
の
葬は
ぶ
りの

事
、
願
は

く
は
、
軽
易
な
る
を
用
ゐ
よ
。
生
き
て
は
軍
国
に
益
無
く
、
死
に
て
は
何

ぞ
百お
ほ
み

姓た
か
ら

を
労た
し
なむ
る
こ
と
有
ら
む
。

注
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と
答
え
て
い
る
。
蘇
我
蝦え
み
し夷

が
生
前
に
人
々
を
使
役
し
、
蝦
夷
と
そ
の
子
入い
る

鹿か

の
墓
を
造
ら
せ
た
こ
と
（
皇
極
紀
元
年
是
歳
条
）
と
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。

大
化
改
新
の
詔
の
中
に
薄
葬
令
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
生
前
の
鎌
足
の
考
え
が

強
く
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。

『
藤
氏
家
伝
』
の
記
述
に
は
、『
日
本
書
紀
』
に
な
い
記
述
も
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
右
に
引
用
し
た
箇
所
は
『
日
本
書
紀
』
に
な
い
記
述
も
含
め
て
、
天
智
天

皇
と
藤
原
鎌
足
の
心
に
即
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
智
天
皇
の
歌
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
農
事
に
い
そ
し
む

人
々
（
国
民
）
へ
の
天
智
天
皇
の
思
い
や
り
は
、
鎌
足
の
思
い
や
り
で
も
あ
る

と
言
え
よ
う
。

五
、�

天
智
天
皇
・
持
統
天
皇
の
親
子
と
藤
原
鎌
足
・
藤
原
不
比
等

の
親
子

前
節
の
考
察
結
果
は
、『
百
人
一
首
』
の
二
番
歌
の
作
者
で
あ
る
持
統
天
皇

を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
明
確
に
な
り
、
関
連
し
て
新
た
な
観

点
も
生
ま
れ
る
。

『
百
人
一
首
』
の
一
番
歌
と
二
番
歌
は
、
天
智
天
皇
と
持
統
天
皇
と
い
う
親

子
の
歌
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
。

定
家
が
天
智
天
皇
と
そ
の
歌
を
、
天
智
天
皇
と
藤
原
氏
の
祖
で
あ
る
藤
原
鎌

足
と
の
協
調
関
係
を
考
慮
し
て
第
一
首
に
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
と
同
様

に
、
持
統
天
皇
と
そ
の
歌
を
第
二
首
に
据
え
た
の
は
、
持
統
天
皇
と
鎌
足
の
子

の
藤
原
不
比
等
と
の
協
調
関
係
を
考
慮
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

上
山
春
平
『
埋
も
れ
た
巨
像
―
―
国
家
論
の
試
み
』
に
は
、
持
統
天
皇
と
藤

原
不
比
等
の
関
係
は
、
天
智
天
皇
と
藤
原
鎌
足
の
関
係
の
再
現
で
あ
る
旨
を
述

べ
て
い
る
。
歴
史
学
の
こ
の
貴
重
な
見
解
は
、『
百
人
一
首
』
の
第
一
首
・
第

二
首
の
配
列
意
図
に
つ
い
て
の
本
稿
の
如
上
の
見
解
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
、
第
一
首
・
第
二
首
の
作
者
天
智
天
皇
・
持
統
天
皇
の
親
子
と
、
第

九
十
九
首
・
第
百
首
の
作
者
後
鳥
羽
院
・
順
徳
院
の
親
子
が
響
き
合
っ
て
い
る

こ
と
が
、
契
沖
「
百
人
一
首
改
観
抄
」（
順
徳
院
の
歌
の
解
説
）
に
次
の
よ
う
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
本
文
は
『
契
沖
全
集
第
九
巻
』
に
よ
る
。
毛
詩
の
序
の
引
用
文
は
書
き

下
し
文
に
か
え
て
記
す
）

天
智
天
皇
よ
り
こ
ゝ
に
い
た
り
て
や
う
〳
〵
五
百
五
十
年
許ハ
カ
リに

王
道
は
す

た
れ
て
行
な
は
れ
す
な
り
に
き
。
毛
詩
の
序
に
治
レ
ル
世
之ノ

音コ
ヱ

ハ
安
シ
テ

以
テ
楽
シ
フ
。
亡
国
之ノ

音コ
ヱ

ハ
哀カ
ナ
シヒ

テ
以
テ
思
フ
と
い
へ
り
。
秋
の
田
の
御

哥
は
治
ま
れ
る
世
の
声
に
し
て
、
百
し
き
の
御
哥
は
か
な
し
ひ
て
以
て
思

ふ
こ
ゝ
ろ
を
顕
は
せ
り
。
詩
人
哥
人
の
尤
歎
く
へ
き
時
な
れ
は
、
黄
門
の

心
こ
ゝ
に
有
ヘ
シ
。
本
に
二
帝
の
御
哥
を
す
ゑ
て
、
末
に
両
院
の
御
う
た

を
載
ら
る
。
こ
れ
ま
た
一
部
の
首
尾
な
り
。（
稿
者
注
、「
黄
門
」
は
中
納
言
の

唐
名
で
、
こ
こ
で
は
定
家
を
さ
す
）

重
要
な
見
解
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
親
子
は
、
武
家
か
ら
政
権
を
奪

還
し
て
再
び
皇
親
の
政
治
体
制
に
な
る
こ
と
を
想
い
描
い
た
け
れ
ど
も
、
承
久

の
乱
の
結
果
、
敗
れ
て
、
後
鳥
羽
院
は
隠
岐
の
島
に
、
順
徳
院
は
佐
渡
が
島
に

流
さ
れ
て
、
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。『
百
人
一
首
』
は
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て

天
皇
中
心
の
政
治
体
制
を
取
り
も
ど
し
強
化
し
た
天
智
天
皇
の
歌
か
ら
始
ま

り
、
皇
親
の
政
治
体
制
を
取
り
も
ど
そ
う
と
し
た
が
か
な
わ
な
か
っ
た
後
鳥
羽

院
と
順
徳
院
の
歌
で
閉
じ
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
織
田
正
吉

注
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『
謎
の
歌
集　

百
人
一
首
―
―
そ
の
構
造
と
成
立
』（
第
七
章
）
に
も
、「
大
化
改

新
と
承
久
の
乱
は
表
裏
の
関
係
を
な
す
。」
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巻

頭
と
巻
末
の
対
応
に
は
定
家
の
天
皇
中
心
の
皇
親
政
治
体
制
へ
の
愛
惜
の
念
が

投
影
さ
れ
て
い
よ
う
。「
百
人
一
首
改
観
抄
」
の
先
掲
「
天
智
天
皇
よ
り
こ
ゝ

に
い
た
り
て
や
う
〳
〵
五
百
五
十
年
許ハ
カ
リに
王
道
は
す
た
れ
て
行
な
は
れ
す
な
り

に
き
。」
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
言
え
る
。

後
鳥
羽
院
の
院
宣
に
よ
っ
て
定
家
等
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
を
撰
し
た
。

ま
た
、
順
徳
院
は
定
家
に
和
歌
を
学
ん
だ
。
後
鳥
羽
院
・
順
徳
院
は
定
家
自
身

と
の
関
係
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
掲
上
坂
信
男
『
新
版　

百
人
一
首
・
耽
美
の
空
間
』
に
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
順
徳
院
は
天
智
天
皇
の
歌
を
本
歌
取
り
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
次
の

歌
で
あ
る
（「
紫
禁
和
歌
集
」
三
七
九
番
歌
、
題
「
秋
露
」）。

小
山
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
床
と
は
ば
我
が
衣
手
は
秋
の
し
ら
露

こ
の
こ
と
は
、
順
徳
院
が
天
智
天
皇
と
そ
の
歌
に
敬
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
定
家
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
作
者
の
響
き
合
い
を
考

慮
し
て
順
徳
院
を
『
百
人
一
首
』
の
最
後
に
据
え
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。蘇

我
氏
中
心
の
政
治
か
ら
、
天
皇
中
心
の
政
治
へ
と
変
革
し
た
天
智
天
皇
と

藤
原
鎌
足
、
そ
し
て
そ
れ
を
推
し
進
め
た
天
智
天
皇
の
子
持
統
天
皇
と
藤
原
鎌

足
の
子
不
比
等
。
一
方
、
北
条
氏
か
ら
政
治
の
実
権
を
取
り
も
ど
そ
う
と
し
て

失
敗
し
た
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
親
子
と
、
二
人
を
愛
惜
す
る
藤
原
定
家
。

こ
の
巻
頭
と
巻
末
の
照
応
に
は
、
藤
原
氏
の
祖
を
仰
ぐ
定
家
の
思
い
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
。
歴
史
上
、
藤
原
氏
の
祖
が
藤
原
鎌
足
で
あ
る
こ
と
を
定
家
は
承

知
の
上
で
、
鎌
足
と
不
比
等
の
親
子
を
一
体
と
し
て
藤
原
氏
の
祖
と
捉
え
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
藤
原
氏
の
鎌
足
・
不
比
等
・
定
家
の
存
在
を

考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
百
人
一
首
』
中
の
一
番
・
二
番
と
九
十
九
番
・

百
番
の
作
者
と
そ
の
歌
の
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
の
謎
が
と
け
る
の
で
あ
る
。

 

（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
五
日
）

（
注
）

1　

 

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
日
、
新
人
物
往
来
社
発
行

2
、 

二
〇
一
八
年
五
月
一
日
、
朝
日
新
聞
社
発
行

3
、 『
宇
比
麻
奈
備
上
巻
』（『
賀
茂
真
淵
全
集
第
四
』
所
収
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
十

八
日
、
吉
川
弘
文
館
発
行
）
に
は
、
天
智
天
皇
の
歌
は
二
一
七
四
番
歌
の
「
訛
ヨ
コ
ナ
マれ
る

も
の
」「
唱
へ
誤
れ
る
も
の
」
と
記
し
て
い
る
。

4
、 

一
九
九
六
年
十
一
月
二
十
五
日
、
集
英
社
発
行

5
、 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
十
五
日
、
新
潮
社
発
行

6
、 

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
）
五
月
二
十
日
、
吉
川
弘
文
館
発
行

7
、 

上
坂
信
男
『
新
版　

百
人
一
首
・
耽
美
の
空
間
』（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
五
日
、

右
文
書
院
発
行
）
に
は
、「
大
化
改
新
を
成
功
さ
せ
、
公
地
公
民
の
制
を
あ
ま
ね
く

天
下
に
布(

し)

い
た
天
皇
が
、
そ
の
努
力
と
営
為
に
加
え
て
、
な
お
配
慮
の
不
足

ゆ
え
に
苦
し
む
民
の
な
き
か
」
と
い
う
思
い
や
り
と
見
て
い
る
。
実
際
の
政
策
（
公

地
公
民
の
制
の
他
に
、
そ
れ
に
関
わ
る
班
田
収
授
法
、
庚
午
年
籍
等
）
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
の
捉
え
方
は
肯
わ
れ
よ
う
。
吉
川
弘
文
館
の
『
国
史
大
辞
典　

11
』（
平
成

二
年
九
月
三
十
日
発
行
）
の
「
班
田
収
授
の
法
」
の
項
（
虎
尾
俊
哉
氏
執
筆
）
に
、「
律

令
制
の
も
と
で
の
水
田
の
占
有
・
用
益
に
関
す
る
基
本
的
な
法
制
。」
で
「
律
令
制

注
10

注
11

（ 7 ）

天智天皇と百人一首



で
は
、
実
態
は
と
も
か
く
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
民
を
村
落
に
定
住
す
る
水
稲
耕
作

民
と
し
て
捉
え
る
た
て
ま
え
を
と
り
、
そ
の
生
活
の
基
礎
と
し
て
水
田
を
配
分
用
益

さ
せ
、
徴
税
の
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
」
の
法
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

8
、 
一
九
九
七
年
十
一
月
十
七
日
、
岩
波
書
店
発
行

9
、 

昭
和
四
十
九
年
四
月
五
日
、
岩
波
書
店
発
行

10
、 

一
九
八
九
年
一
月
三
十
日
、
筑
摩
書
房
発
行

11
、 

上
坂
上
掲
書
に
は
、『
御
集
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
「
と
は
ば
」
が
「
と

は
に
」
と
な
っ
て
い
て
問
題
が
あ
る
た
め
、本
稿
で
は
順
徳
院
の
和
歌
集
で
あ
る
「
紫

禁
和
歌
集
」（『
新
編
国
歌
大
観
第
七
巻　

私
家
集
編
Ⅲ　

歌
集
』
平
成
元
年
四
月
十

日
、
角
川
書
店
発
行
）
に
拠
っ
て
掲
げ
る
。

（
参
考
文
献
）

本
文
に
引
用
し
た
書
物
等
の
他
に
本
稿
者
の
見
た
主
要
な
も
の
を
掲
げ
れ

ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、 

島
津
忠
夫
『
百
人
一
首
』、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
十
日
、
角
川
書
店

発
行

２
、 

窪
田
章
一
郎
『
百
人
一
首
鑑
賞
』、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
日
、
東

京
堂
出
版
発
行

３
、
有
吉
保
『
百
人
一
首
』、
一
九
八
三
年
十
一
月
十
日
、
講
談
社
発
行

４
、 

鈴
木
日
出
男
『
百
人
一
首
』、
一
九
九
〇
年
十
二
月
十
五
日
、
筑
摩
書

房
発
行

５
、 

井
上
宗
雄
『
百
人
一
首
を
楽
し
く
よ
む
』、
二
〇
〇
三
年
一
月
一
日
、

笠
間
書
院
発
行

６
、 

目
崎
徳
衛
『
百
人
一
首
の
作
者
た
ち
』、平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
、

角
川
書
店
発
行

７
、 

吉
海
直
人
『
百
人
一
首
で
読
み
解
く
平
安
時
代
』、
平
成
二
十
四
年
十

一
月
二
十
五
日
、
角
川
学
芸
出
版
発
行

（
付
記
）

　

本
稿
で
は
、
定
家
が
万
葉
歌
人
で
も
あ
る
天
智
天
皇
と
そ
の
歌
を
『
百
人
一

首
』
の
第
一
首
に
据
え
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
関
連
し
て
、
持
統
天
皇

と
そ
の
歌
を
第
二
首
に
据
え
た
理
由
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。『
百
人
一
首
』

に
は
そ
の
他
の
万
葉
歌
人
で
あ
る
柿
本
人
麻
呂
と
山
部
赤
人
、
そ
し
て
大
伴
家

持
と
そ
の
歌
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
人
と
そ
の
歌
に
つ
い
て
も
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
定
家
が
家
持
と
そ
の
歌
を
収
録
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
定
家
の
家
持
評
価
を
物
語
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
考
察
も
含
め
て
別
稿
に
記
す
。

受
領
日　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
八
日

受
理
日
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
七
日

（ 8 ）

都留文科大学研究紀要　第89集（2019年 3月）


